
・日時： 令和4年8月24日（水）15-17時（14:30入場受付開始）
・会場：（対面）奈良医大看護学科1F第2合同教室（定員50名）

（WEB）ZOOM （定員200名）

・プログラム
15：00 開会ご挨拶：小竹久実子氏

（奈良県立医科大学医学部看護学科教授）

15：05 基調講演：宇都宮宏子氏
（在宅ケア移行支援研究所宇都宮宏子オフィス）
「地域で暮らし、そして“生ききる”に伴走する
医療の在り方
～退院支援から、入院予防プログラムへ～」

15：50 （休憩）
16：00 鼎談 宇都宮宏子氏と2名のゲスト（自己紹介（各15分））

：加藤久和氏
（宇陀地域医療・介護連携ネットワーク運営協議会代表理事）
「地域包括ケアを推進するためのまちづくり
～宇陀けあネットの効果と課題～」

：野村佳香氏
（医療法人鴻池会秋津鴻池病院看護部⾧）

「在宅看護の現状と課題」

17：00 閉会ご挨拶：細井裕司氏
（奈良県立医科大学理事⾧・学⾧）
（MBTコンソーシアム理事⾧）

＜MBT在宅看護分科会 講演と鼎談＞

参加
無料

在宅医療ケア現場の現状と将来展望

＊参加申込はこちらから

申込締切：8月23日

～奈良のへき地医療ケアを考える～
・MBT（Medicine-Based Town:医学を基礎とするまちづくり）とは、奈良県立医科大学とMBTコン
ソーシアムが連携して行う新産業創生や社会貢献の活動です。
・超高齢社会の深まりに伴い、在宅医療ケアのニーズが増大し、その対応が全国の各地域で進め
られています。
・その対応事例について、現状の内容や課題、更には将来の展望について、この分野に深く関わ
る著名な皆様の講演と鼎談（ていだん）を通し、学びや一緒に考える機会を設定いたしました。
・在宅医療部会、MBTコンソーシアム会員企業、奈良医大の大学・病院関係者、関連病院の関係
者等、多くの皆様のご参加をお待ちしています。

公立大学法人
奈良県立医科大学

一般社団法人
MBTコンソーシアム

主
催

（お問合せ） TEL:0744-29-8853 Email：mbt@mbt.or.jp

https://pro.form-mailer.jp/fms/d61fe764261161

（裏面に講師、ゲストの経歴紹介）



■講師経歴紹介：宇都宮宏子氏

■ゲスト経歴紹介：加藤久和氏

■ゲスト経歴紹介：野村佳香氏

電車のご利用
JR万葉まほろば線畝傍駅下車
徒歩約10分
近鉄大和八木駅下車 徒歩約15分
又はバス約8分
近鉄八木西口駅下車 徒歩約8分

バスのご利用
近鉄大和八木駅から
「医大病院玄関口」下車
（奈良交通バス）
（橿原市コミュニティバス）

タクシーのご利用
近鉄大和八木駅から約5分
近鉄橿原神宮前駅から約10分

看護学科1F

会場入口
大学正門または救急車・搬入出入口、
大学南出入口をご利用ください。

講演会会場：奈良県立医科大学看護学科アクセス

大学正門

救急車・
搬入出入口

昭和 35 年五条市生まれ
昭和 59 年自治医科大学卒業
昭和 59～61 年県立奈良病院研修
昭和 61 年～平成元年天川村立洞川診療所
平成元年～平成 3 年県立奈良病院
平成 3 年～平成 4 年曽爾村国民健康保険診療所
平成 4 年～平成 7 年榛原町立榛原総合病院
平成 7 年～平成 8 年特別養護老人ホームゆぁほうむ榛原施設⾧
平成 8 年～加藤クリニック院⾧、現在に至る
宇陀在宅医療を推進する会代表、奈良県の在宅医療を推進する会世話人、
奈良県グリーフケア研究会世話人、
一般社団法人宇陀地域医療・介護連携ネットワーク運営協議会代表理事

1990年奈良県立医科大学看護専門学校卒業
済生会中和病院と済生会御所病院にて一般急性期病院を経験
2015年奈良県立医科大学看護学研究科卒業
高齢者看護を研究テーマとし在宅で暮らす高齢者の痛みへ着目
2019年医療法人鴻池会 御所訪問看護ステーション管理者として就任
新規利用者のご依頼をお待たせせず訪問を開始するために、お断りゼロ、お待たせゼロ
への体制を整えた。
2021年医療法人鴻池会 秋津鴻池病院 看護部⾧に就任

1980年 京都大学医療技術短期大学部看護学科卒業
医療機関で看護師として勤務、病院で訪問看護を経験し在宅ケアの世界に入る。
1992年、京都の訪問看護ステーションで勤務、介護保険制度創設時、ケアマネージャー・在宅
サービスの管理・指導の立場で働きながら、病院から在宅に向けた専門的な介入の必要性を感じ、
2002年、京大病院で「退院調整看護師」として活動。
2012年4月より、『在宅ケア移行支援研究所』起業独立。
医療機関の在宅移行支援、地域の医療介護連携推進、在宅医療推進事業研修・コンサルテーショ
ンを中心に活動。
聖路加国際大学、臨床教授。
奈良医大では、在宅看護特別教育プログラムの在宅看護師育成（6年コース、4年コース）や、訪問看護師と
病院看護師の人材交流看護教育プログラム(３ヶ月コース）の講師を務める。


